
市政ひろば
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市
政
ひ
ろ
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
そ
の
後
「
農
業
に
果
た
す
女

性
の
役
割
」
と
題
し
て
吉
川
町
の

酪
農
家
・
西
山
き
よ
み
氏
の
講
演

が
あ
り
、
受
講
者
ら
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
視
察
研
修
や
料
理
づ

く
り
な
ど
、合
計
十
一
回
開
催
し
、

最
後
に
は
「
体
験
発
表
会
」
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
体
験
研
修
事
業
」
は
、

県
立
高
等
学
校
の
学
生
ら
を
市
内

の
農
家
に
長
期
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
、
農
家
と
共
同
作
業
を
し
な

が
ら
農
業
体
験
し
、
次
代
の
農
業

を
担
う
青
少
年
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
の
第
一
号
と
し
て
、

播
磨
農
業
高
校
三
年
生
の
北
井
く

み
子
さ
ん
が
八
月
二
日
か
ら
二
週

間
、
出
口
順
也
さ
ん
宅
（
志
知
）

で
酪
農
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

出
口
さ
ん
方
は
乳
牛
約
四
十
五

頭
を
飼
育
。
北
井
さ
ん
は
朝
六
時

に
起
床
し
夕
方
ま
で
、
牛
舎
や
餌

場
の
掃
除
を
し
た
り
、
餌
や
り
や

乳
搾
り
な
ど
牛
の
世
話
を
し
た
り

し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
北

井
さ
ん
は
「
思
っ
た
以
上
に
き
つ

い
作
業
だ
っ
た
け
ど
、
い
ろ
い
ろ

学
べ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

 

農
業
振
興
に
向
け
事
業
展
開
「
女
性
農
業
教
室
」
と
「
農
業
体
験
研
修
」
を
実
施

旧
４
町
の
広
報
紙
縮
刷
版
が
完
成

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
海
外
の
学

生
ら
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
世
界

に
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
、
国
際
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
夏
に
は
学
生
の
海
外

派
遣
と
姉
妹
都
市
の
学
生
の
受
入

を
行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
事
業
は
、
市
内
在
住
の
中

学
三
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
等
を

対
象
に
、
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・

オ
ハ
イ
オ
州
セ
ラ
イ
ナ
市
で
の
友

好
親
善
を
図
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

コ
ー
ス
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ケ
ア
ン
ズ
市
の
現
地
語
学
学
校
で

の
授
業
を
受
け
英
語
力
の
向
上
を

図
る
海
外
英
語
研
修
コ
ー
ス
の
二

本
立
て
（
両
コ
ー
ス
十
三
日
間
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
名
と
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

受
入
事
業
で
は
、
セ
ラ
イ
ナ

市
の
中
学
生
ら
六
名
を
七
月
十
五

日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
の
日
程

で
南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
を
し
ま
し

た
。
使
節
団
は
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
た
方
々
に
大
変
感
激
し
、

帰
国
日
に
は
、
名
残
惜
し
さ
に
瞳

が
潤
ん
で
い
ま
し
た
。

　

海
外
派
遣
と
受
入
事
業
に
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
「
言
葉
や
文
化

の
違
い
に
最
初
は
戸
惑
う
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
心
が
通

じ
合
っ
た
」「
こ
の
体
験
は
か
け

が
え
の
な
い
宝
物
に
な
っ
た
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

海
外
派
遣
と
受
入
事
業

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
今
年
度
か
ら

「
女
性
農
業
教
室
」「
農
業
体
験
研

修
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
農
業
教
室
」
は
、
女
性

農
業
者
を
対
象
に
、
営
農
・
生
活

面
で
の
講
座
研
修
を
実
施
し
、
資

質
向
上
と
農
業
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。

　

八
月
五
日
に
三
原
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
講
式
と
第
一
回
目
の
講
座

が
行
わ
れ
、
約
三
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
開
講
に
あ
た
り
、
中
田

市
長
か
ら
「
研
修
を
積
ん
で
新
し

い
農
業
経
営
の
方
法
を
広
げ
て
い

▲完成した旧４町の広報紙縮刷版

▲熱心に聴講する女性農家の方々
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平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
の
南

あ
わ
じ
市
誕
生
ま
で
の
、
旧
四
町

（
緑
町
・
西
淡
町
・
三
原
町
・
南

淡
町
）
の
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し

て
き
た
広
報
紙
の
縮
刷
版
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
の
は
、「
広
報
み
ど

り
」
の
平
成
十
二
年
一
月
〜
十
七

年
一
月
ま
で
の
冊
子
と
「
広
報
せ

い
だ
ん
」
の
昭
和
三
十
八
年
四
月

〜
平
成
十
七
年
一
月
ま
で
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
、「
広

報
み
は
ら
（
議
会
広
報
含
む
）」

の
平
成
七
年
二
月
〜
平
成
十
七
年

一
月
ま
で
の
冊
子
、「
広
報
な
ん

だ
ん
」
の
昭
和
三
十
年
八
月
〜
平

成
十
七
年
一
月
ま
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
平
成
元

年
二
月
〜
平
成
十
七
年
一
月
ま
で

の
冊
子
。

　

こ
れ
ら
は
市
内
の
図
書
館
や

公
民
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
緑
町
縮

刷
版
は
一
冊
八
千
円
（
二
十
部
）

で
、
三
原
町
縮
刷
版
は
一
万
円

（
百
三
十
部
）
で
販
売
し
ま
す
。

広報 

　

老
後
、よ
り
多
く
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
、

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
（
一
万
三
千
五
百
八
十
円
）
に
上
乗
せ
し
て
付

加
保
険
料
（
月
額
四
百
円
）
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
付
加
年
金
と
し
て
納
め
た
月
数
に
二
百
円

を
乗
じ
た
金
額
が
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？　

付
加
年
金

　

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加

入
被
保
険
者
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
の

加
入
者
の
方
は
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

厳
し
か
っ
た
猛
暑
か
ら
味
覚
の

季
節
へ
と
四
季
の
移
り
変
わ
り
が

感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
慶
野
松
原
花
火
大
会
や
福

良
慈
眼
寺
前
の
室
町
時
代
に
始

ま
っ
た
伝
統
行
事
「
永
禄
の
大
綱

曳ひき
」、
福
良
湾
海
上
花
火
大
会
が

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
私
も
市
役

所
連
の
阿
波
踊
り
で
交
流
を
深
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

開
催
に
あ
た
っ
て
は
委
員
会
の
皆

様
に
は
、
影
に
日
向
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

市
民
の
ま
つ
り
は
地
域
の
方
々

の
ご
努
力
や
ご
協
賛
い
た
だ
く

方
々
に
よ
り
成
り
立
つ
イ
ベ
ン
ト

で
も
あ
り
ま
す
し
、
参
加
者
の
盛

り
あ
げ
よ
う
、
楽
し
も
う
と
す
る

気
持
ち
が
ま
つ
り
を
支
え
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
も
そ
う
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
才
能
を

存
分
に
発
揮
い
た
だ
き
な
が
ら
自

主
性
を
重
ん
じ
、
し
っ
か
り
と
し

た
行
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
支
援
を
！

　

青
少
年
の
育
成
事
業
と
し
て
、

本
市
国
際
交
流
協
会
に
お
世
話
に

な
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
感
の

中
、
人
種
や
言
葉
が
違
っ
て
も
、

人
間
の
本
質
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

地
域
の
文
化
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
大
切
な
経
験
を
し

た
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
体
験
が

頭
に
残
り
、
自
分
の
中
で
何
か
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

行
動
と
実
践
が
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
何
か
の
目
標
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
に
刺
激
を
与
え
、
迷

い
や
不
安
が
期
待
と
充
実
に
変
化

し
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
と
一
緒
に

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲市役所連の一員として市民まつりに参加
　（中央：中田市長）  

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

 

出
張
年
金
相
談

付加年金額の計算式
　200円×付加保険料納付済月数

【例】
　付加保険料を 10 年間納めた場合、10
年間で計 48,000 円を納めることになる
　⇒ 400円× 10年（120月）＝ 48,000 円
　年金受給時、１年間に受け取る付加年
金額は 24,000 円となります。
　⇒ 200円× 10年（120月）＝ 24,000 円（年額）

▲農業体験をしている高校生

固定資産税 ３期
　の納付は９月30日（金）
　までにお願いします

▽問い合わせ　税務課　

　☎43-5022

ご
購
入
は
秘
書
広
報
室
（
☎
43
・

５
０
０
２
、
中
央
庁
舎
）
ま
で
。

先
着
順
、
送
料
実
費
。

市
内
の
図
書
館
・
公
民
館
で

閲
覧
可
能
。
一
部
販
売
も

2005.9.1発行

▽
日
時　

十
月
七
日
（
金
）
午
前

十
一
時
〜
午
後
三
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
そ
の
他　

事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
（
九
月
末
ま
で
）

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
43
・

　

５
０
２
３

▽
申
込
み　

年
金
手
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
お
近
く
の
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
連
絡
所
・

支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

▲セライナ市で現地の学生らと交流を深め
る南あわじ市の青年・高校生たち


